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ドイツの海洋環境研究

一とくにセジメントトラップ実験と古環境の研究について一

川幡穂高1)

1.はじめに

地質調査所はドイツ国ハンブルク大学と｢太平洋

インド洋における炭素循環の比較｣というタイ

トルで日独科学技術協力協定を結んでいる.これ

は,主に二つのフィｰルドから構成されている.第

1は,現代の炭素循環に関連して,沈降粒子による

炭素除去がどの位行われているのか,またその仕組

みを解明するための研究で,第2は,自然のサイ

クノレで海洋環境がどのように変遷してきたのかを研

究するもので,地質調査所が太平洋域で,ハンブル

ク大学がインド洋(ベンガル湾およびアラビア海)で

行っている研究を比較･検討するものである.本

年,科学技術振興調整費個別重要国際共同研究で,

万国地質学会にハンブルク大学イテコット教授

(Prof.Ittekkot)を招待し,地質調査所は彼ととも

にコンビｰナｰとしてr地球表層の炭素循環｣とい

うタイトルのセッションを持った.また,この科学

研究費を使用して,ハンブルク大学で主にセジメソ

ト･トラップ実験について共同研究を行う機会に恵

まれたので,ドイツにおける外洋の環境研究と研究

体制について,少し紹介しようと思う.たお,取り

上げる分野は全都を網羅していないことをあらかじ

めお断りしておく.

2｡活発に海洋研究を行っている大学｡研究所

ドイツは日本と比べるとかなり北に位置する国で

ある.もしも日本列島が緯度線にそって,そっくり

ヨｰロッパに平行移動したとしたら,どの位の国と

並ぶだろうか?東京は北緯35度41分,日本最北

端の稚内でも北緯45度25分であるから,アフリカ

北端から地中海やイタリア位になってしまう.ドイ

ツは日本のどこにもふれあうことがない位に,北に

位置している.

ドイツは,北から南へ順に北ドイツ低地,中部山

地,高山地帯の三つの帯に分けられ,北の北海とバ

ルト海のゼロメｰトル地帯から,南のオｰストリア

との国境沿いに連なる山々に及んでいる.海に面す

るのは北部の地域であり,海洋研究を活発に行って

いる大学･研究所もこの地域に集まっている.その

中でもハソブノレク市のハンブルク大学,キｰノレ市に

あるキｰノレ大学およびGEOMAR,ブレｰメン市に

あるブレｰメン大学,ブレｰマｰハｰフェン市にあ

るアノレフレッド･ウェｰゲナｰ研究所はそれらの拠

点とたっている.内陸部では,アｰヘン市のアｰヘ

ン大学,ハノｰバｰのBGR,ベルリン市のベルリ

ン大学等では,海底無水鉱床やマンガソノジュｰノレ

等の研究が行われている(第1図).

2.五ハンブルク大学

ハンブルク市は1189年の開港以来,ヨｰロッパ

でも有数の商業の中心となり,ドイツの北玄関と呼

ばれている.寸般に北ドイツは世界に向けて門戸を

開放している姿勢と古くからの国際感覚を身に一村げ

ている事が特徴であるが,ハンブルクはその中でも

最たるものである.ハンブルク市は12世紀にドイ

ツ皇帝バルバロッサより通商の自由権を与えられ,

独立した国家機能を持つr自由都市｣となった.

14世紀にハンザ同盟に加盟して現在の正式名称r自

由ハンザ都市ハンブルク｣になる.現在はドイツ

10州の1州で,州都市としての自治権を持ってい

る.市はエルベ河の河川港として発展し,人口は周

辺の市町村を含めて約200万人である.ハンブルク

大学の経費は国家と州から支給されているが,ドイ

1)地質調査所海洋地質部

キｰワｰド:ドイツ,科学技術協力協定,セジメソト･トラッ

プ実験,古環境,海洋,二酸化炭素,有機炭素,

炭酸カルシウム,北極
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ドイツ国と主要都市の位置図･破線は旧東ドイ写真1

ツの国境.

ツでは州の権限が日本の県より大きいために,州の

財政規模は大学の財政にも欠きた影響を与えてい

る.例えば,後に述べるキｰルのGEOMARは,

州政府の強い後押しもあり,たぶん21世紀にはフ

ランスのIFREME良(国立海洋開発研究所)に匹敵

するようなドイツの海洋地球科学の調査研究センタ

ｰにたることが予想される.

ハンブルク大学では地球生物化学･海洋化学教室

で外洋の環境研究が行われている(写真1).研究対

象地域は,インド洋と南シナ海で,セジメソト･ト

ラップ実験が主なものである.

2.1.17ラビア湾

モンスｰンはインド洋北部の表層循環に顕著な影

響を与えている(第2図).これによって,アラビ

ア海では沿岸に沿って栄養塩に富んだ水が湧昇して

きて,この地域は世界でも有数の基礎生物生産の高

い地域とたっている.モンスｰンで引きおこされた

粒子状物質の影響がアラビア海の深層にどのように

影響しているのかを調べるために,アラビア海の西

都,中央部,東都の3点でセジメソト･トラップ

実験が行われた.約1年にわたる全粒子束は,ア

ラビア海西都で33.929/m2yr,アラビア海中央部で

26.459/m2yrであった.また,粒子束の季節変動

1993年5月号

中央に見えるハンブルク大学で最も高いピルに,

地球生物化学教室,地質学教室,気象学教室等,

地球科学分野の教室が集まっている｡

が記録され,ピｰクは南西の季節風(6～9月)と北

東の季節風(12～2月)の活発た期問であった.例え

ば,西部地点ではモンスｰンの南西風の時期に

23.569/m2yr,北東風の時期に5.299/m2yrと,両

期問で全体の85%が占められていた.また,試料

の約56.O%が炭酸カノレジウム,21.5%ヵミォパｰル,

7.8%が石灰質物質(非生産物質),5.3%が有機炭素,

符峨

第2図

ガンジス河

一

房

��

アラビア海とベンガル湾のセジメソト･トラッ

プ実験測点.灰色の部分はモンスｰンの影響で

湧昇の顕著な海域で,矢印は,夏期の南西モン

スｰン(実線)と冬季の東北モンスｰン(破線)･

シｰズン中の風の方向(Ittekkoteta1.,1992)｡�
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第3霞アラビア海における有機物生産と深海への炭素

除去の模式図.海の表面への粉塵の増加は､有

機物の集合体と相まって粒子の密度が高くだり,

粒子は急速に沈降する(I旋kkot,19班).

0.6%が窒素であった.これらの粒子束のパタンを

支配する主要な要因は(1)風によって混合層の深度が

深くなり,(2)それに伴い茸栄養塩に富んだ深層水が

湧昇して,有光層に栄養塩がもたらされ,その結果

高生物生産にたると考えられた(第3図)(Nairet

�������歯琬���

2.1.2ベンガル湾

ベンガル湾はインド洋をはさんでアラビア海と逆

の東側に位置している.両海域ともモンスｰンの影

響を強く受けているという共通点がある(第2図).

しかし,その因子は異なっている.というのは,ベ

ンガル湾の場合,ガンジス河とブラマプトラ河とい

う世界でも有数の河川を有しているので,ヒマラヤ

の氷河の融水に起源をも?淡水や雨水と陸源性の粒

子状物質が多量に海洋へもたらされている事であ

る.これらの影響がベンガル湾の南部までどのよう

に及んでいるのかを調べるためにセジメソト･トラ

ップ実験が行われた.セジメソト･トラップは各測

点に二つ設置され,約1年にわたる全粒子束は,

北部(水深2,263mの809mと1,727mの深度に設

置)でそれぞれ49.779/m2皿,51.599/m2yr,中央部

(水深3,259mの906mと2,282mの深度に設置)で

それぞれ35.159/m2yr,44.799/m2yr,南部(水深

4,017mの1,040mと3,006mの深度に設置)でそ

れぞれ32.839/m2yr,38.089/m2wであった.粒子

束のピｰクは南西の季節風の時期に観察された.こ

れは河川から海への流入が最大になった時期と一致

している.また,北部の深層の試料では,約20.8%

が炭酸カノレジウム,15.6%がオパｰル,54.2%が石

質性物質,5.1%が有機炭素であった.北から南の

設置点に向かって,炭酸カルシウムは増加し,オパ

ｰル,有機炭素,珪質性物質(非生物物質)は減少す

る(Ittekkoteta1.,1991).これらの粒子束のパタン

を支配する主要な要因は(1)モンスｰンによる淡水と

陸源砕屑物の流入,(2)それに影響された海洋生物生

産であると考えられる(第4図)(Ittekkot,1991;

���潴整�����

2.1.3南シナ海

ハソブノレク大学と中国の国家海洋局第二海洋研究

所(ハンチョウ=杭州)との問で南シナ海を対象に,

海洋地質学的研究と海洋環境研究が行われている.

1987年9月から1988年10月にかけて,南シナ海に

1係留のセジメソト･トラップカミ設置された

(18.28'N,116℃1'E).その結果,浅い方のセジメ

ソト･トラップは河川からの物質の影響は小さく,

モｰンスｰゾ期問中の風速の速い時期に粒子束のピ

ｰクが現われた.深い方のセジメソト･トラップか

らは,中深層の水平方向の粒子の寄与のあることが

示された(Jennerhahneta1.,工992).天安門事件で

共同研究が中断された後,実験は1990年11月から

以前の測点の近く(14036'N,115℃6'E)で,再開さ

れた.この期間の最大のトピックスはピナツボ火山

の噴火である.1991年6月12日に最初の大きな爆

発が起こり,14目から15日にかけて大規模の噴火

生物生産

粒手の築合化

1栄養塩と鉱物■

堆積

第4図ベンガル湾での河川からの物質の流入と粒子の

形成に関する模式図.陸水の流入は栄養塩を海

洋にもたらし,生物生産を活性化させる.陸源

の鉱物粒子は生物によって作り出される粒子に

取り込まれ,高密度の粒子を作り,沈降速度を

加速させる効果をもつ(Ittekkot,1991).
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ピナツポ火山の火山灰の分布とセジメソト･トラップ実験測点.火山灰は主に西南方向に流れたため,

南シナ海では多量の火山灰が降下した.図中斜線の部分は,最も大きな爆発の21時間後に相当する

1991年6月16日10時30分の衛星から観測された亨ナツボ起源の灰雲である｡この期間も含めて,フィ

リピンの南東のカ回リン海盆では,地質調査所でもセジメソト･トラップを係留していたが,夏期に

は火山活動にともなった沈降粒子の増加が観測された.

が起こった.その頃ピナツボ火山のたった50km

北を通過した台風の強い風によって,火山灰は主に

南西の方向に飛ぼされた(第5図).そのため,南

シナ海に設置したセジメソト･トラップには,試料

カップの容量を越えて火山灰が捕捉されたため,試

料カップを回転させるためのモｰタｰが故障し,試

料の採取が不可能にたった(Wiesnerpersona1com-

浩��瑩潮��㈩�

2.2ブレｰメン大学およびアルフレッド｡ウェｰ

ゲナｰ研究所

ブレｰメンは,ハンブルクに次ぐドイツ第二の港

町である.北海に注ぐウェｰザｰ川を64km遡っ

た地点にある河川港で,10世紀に開けたドイツ最

古の貿易港である.

1358年ハンザ同盟に加盟して,1646年には帝国

自由都市となった.その伝統を今日までよく保ち,

ハンブルク同様,都市でありたがらドイツの1州

を形成している.また,19世紀に入って55㎞ほ

ど下流の河口付近に,大型船舶向きの港,ブレｰマ

ｰハｰフェン(Bremerhaven漁港としても有名)が

できたので,これと一体となって現在では合理的た

港湾業務の運営を行っている.

ブレｰメン大学は地学教室でセジメソト･トラッ

プ実験をはじめ古環境の研究が行われている一大学

1993年5月号

の歴史は古いが,近年新しい建物を建築Lて,地学

教室も最新の設備を備えている.ドイツは1991年

10月に東西統合を成し遂げたため,ドイツの財政

は現在厳しい.研究予算も増分は優先的に東側に振

り分けられるようになったために,西ドイツ側の研

究予算は当分増えそうにない状況で,大学･研究所

の建物の建設も統合時に建築中か着工寸前であった

もの以外はほとんど凍結されているのが現状であ

る.そのようた中にあってブレｰメン大学は新築の

ビノレの隣にもう一つビノレを建てる予定で研究環境は

非常に恵まれている(写真2).

アノレフレッド･ウェｰゲナｰ研究所(AFI=A1-

fred-Wegener-Institute)はブレｰマｰハｰフェン市

写真2ブレｰメン大学の地質学教室の新築ピル･�
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写真3ブレｰマｰハｰフェン市にあるアルフレッド･

ウェｰゲナｰ研究所.

にあり,1980年に西ドイツ政府によって極域の研

究を促進するために設立された(写真3).研究所の

建物は1986年に新築され,1987年の時点で,約300

人が働いており,その中の3分の1が科学者であ

る.研究所はドイツ科学技術庁(BM町=Federa1

MinisterforResearchandTechno1ogy)から90%,

ブレｰメン州から10%の運営費でまかなわれてい

る一研究所の主な仕事は,極域の海洋生物学,海洋

地質学,地球物理学,気象学,海洋物理･化学の基

礎的研究を行うことである.極域の調査研究を行う

ために,砕氷船rPOLARSTERN｣等を有してい

る､

2.2.1海氷の形成と沈降粒子の形成(南極海)

南極海は太平洋やインド洋の深層水を作りだす地

域であるため,気候変動および海洋大循環に伴う炭

素循環の研究にとって重要な地域とされている.ウ

ェッデル海は大西洋の南方の南極海に位置してい

る.この地域では,以前から,氷の分布や基礎生物

生産に大きな季節変動があることが知られている.

ここで行われたセジメソト･トラップ実験は,非常

に興味深い結果をもたらした.全粒子東と海氷の端

と係留地点の距離を表したのが第6図である

(Fischereta1.,1988).第一の重要な特徴は,年間

の全粒子束は今まで観測されたものの中で最も低い

値を示していることである.全粒子束は371mg/

m2yrで,有機物と生物殻を併せたものが367mg/

m2yr,石質はわずか4mg/m2yrであった.

第二の重要な特徴は,1年間の全粒子束は,1月

の末から3月の初めにかげてみられるだげで,残

りの期間の全粒子束はほぼゼロであったことであ

る.この時期は,海氷が係留地点の南方に退却して

いく時で,氷が割れて,海が出現してから10週間

位の問のみに全粒子束が見られた.海の表面が氷で

覆われている時には,植物プランクトンの活動はほ

とんど停止していたことがわかる.これは,珪藻や

放散虫の形成にも表れている(Abe1mamand

��潮�����

ウェッデル海付近で行われたセジメソト･トラッ

プ実験の結果によると基礎生物生産は沿岸地域で最

大で1709C/m2year,永久に海氷に覆われている地

域で｡gC/m2yearと大きく計算値が変動していた

(WeferandFischer,1991).また,ブランクトソ,

沈降粒子,表層堆積物の炭素同位体(δ13C)の測定も
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第7図大西洋中央都のセジメソト･トラップ実験地域.

行われ,水温が低く,しかも一定であるにも拘わら

ず,プランクトンのδ13Cは珪藻群集や基礎生物生

産の変動によって10漏も変化していた(Fischer,

���

南極海の過去の海洋環境と気候変動も研究されて

いた.260～240万年前には更新世後期の氷期に匹

敵する位の環境が確立し,更新世の初期である

160～70万年には,鮮新世期と更新世後期の間の比

較的安定して温かい状態が出現したと推定された.

約70万年前頃には,冷たい南極周極流に関連して

現代の化石群集へ最終的に移行したらし､･.生物起

源のシリカ含有量と種組成の変動は60万年位の氷

期一問氷期の循環カミ確立したことを示している

(Abe1mameta1.,19φO).また,浮遊性と底棲有孔

虫の安定同位体の分析によると,最終氷期には,ウ

ェッデル海では深層水の捗成が続いていたこと,基

礎生物生産は海表面が氷で覆われていたのでこの時

期非常に低くなっていたことカミ示された(Grobeet

�����

2.努.2沿岸･赤道湧男帯と沈降粒子の形成(大西

洋)

基礎生物生産の50%は海洋全体の30%の地域で

行われており,有光層から下へ落ちていく沈降粒子

の流量の50%は海洋全体の12%の地域で行われて

いると推定されている(Bergereta1.,1989).湧男

帯は高い基礎生物生産(>1009C/m2yr)で特徴づけ

られ,沿岸湧男帯や赤道湧男帯が有名である.この

ようた観点から,大西洋の中央都でセジメソト･ト

ラップ実験が行われている(第7図).

モ丁リタリア(Vauretanis)沖(CB=CapB1anc)

とナミビア(Namibia)沖(WR=Wa1visRidge)の地

点は,沿岸湧男帯に属しており,高い全粒子束

(66,89/m2凧59.1mg!m2巧)カ､観察された(第8

図)1これは生物生産が高いことに起因しており,

炭酸塩の粒子束は28,79/m2yr,32,9mg/m2yr,オ

パｰルの粒子束ぽ5.五g/m2yr,182mg/m2yrであっ

た.ギニア海盆(GB=GuiniaBasin)の北の測点

(GBN)と南の測点(GBz)での全粒子束は28～379/

m2yr,9.4mg/m2wであった.これら4測点の粒子

束の構成成分の特徴は･炭酸塩1年物琴が卓越してお

り,生物性珪質殻の寄与はあまりたかった.CBと

G早N地点での粒子束では,8㍗9月にかけて顕著な

ピｰクが見られたが,.この時期ドは炭酸塩のピｰク

も同時に華われ牟.逆に,.生物起源のオパｰノレのピ

ｰクは冬の終わりから初春に見られた.CBでは,

石質の粒子束は生物の粒子束と強い相関を持ってい

る･赤道域の2つの測点GBN一,GB～では,粒子東

のピｰクはITCZ(Intertropica1ConYergence

Z㎝e)の南へのシフトに呼応して観察された.これ

は石質の粒子束g寄与を伴っている.GBZでは,

5月以降,ITCZが北の方ヘジフトしていくと粒子

束はほとんどゼロにまで落ち込んだ(Weferand

Fischer,inpress)..こあことから気候帯の変動は海

洋での粒子状物質の形成に影響を与え,ひいては表

層からめ炭素の除去に欠きた影響を与えていること

がわかる.

2.2.3北極海の研究

1991年には,スウェｰブソめ砕氷船｢ODEN｣と

ともにrPOLARSTERN｣(手真4)の調査研究は北･

極海の中心地域にも及び∵北殖点に1991年9月7

目に到着した.その時の航跡図を第9図に示す.

海洋地質学の分野では,表層堆積物やコアの採取が

行われ,炭素循環にも関係する有機物の変質および

輸送の研究カミ活発に行われている.I

北極海の研究には,GEOMAR等地の研究所一･大

学研究者も参加している.研究は,海洋物理学,海

洋化学,海洋生物学,海洋地質学,気象学等ぽぽ海

洋関係のすべての分野にわたっており,ドイツは,

極域の研究で南極に力を入れてきたカミ,今後は北極

海をより重視していく方針である.
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第8図大西洋東部の1988年から1990年にかけてのセジメソト･トラップ結果.グラフは<1mmサイズの粒

径の全粒子束を表している(WeferandFischer,inpress).

2.3キｰル大学

GEOMARは1987年に海洋地球科学の新しい研

究センタｰとしてキｰノレ大学の中に設立された.現

在のところ四つの部門がある;(1)海洋環境地質,(2)

古環境,(3)海洋ジオダイナミクス,(4)火山および岩

石学である.統括部門の他に,図書室,インフォメ

ｰションセンタｰ,堆積物の配付部門等が附属され

ている.現在研究センタｰとそのパｰトナｰである

GTG(GEOMARTechno1ogieGmbh)はキｰルの魚

市場に位置しており,その面積は1992年現在7,000

m2となっている.GEOMAR全体の研究対象海域

を第10図に示す.この図には,0DPへの参加航海

等も含まれている.

2.3.1海洋環境の研究

地質ニュｰス465号�
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海洋環境に関連した研究は,(1)地質学的時代にお

ける炭素と栄養塩の堆積,(2)海洋,堆積物,大気問

の炭素循環,(3)プレｰト境界における物質流量,(4)

原油流出等の災害の環境への評価,(5)堆積物一海水

の境界層の研究等が行われている.

2.3.2古環境の研究

海洋は地球表層のシステムに重要た役割を果たし

てきたとされている.特に,世界の環境は,かたり

の部分,海洋一大気一生物圏によって支配されてき

たことがわかってきた.これらの相互作用は,勲輸

写真4砕氷船rPOLARSTERN｣.
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1991年の北極海の航海
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送,ガス交換,生物地球化学的現象を含んでいる.

古環境研究の目的は,どのようにして地球表層シス

テムが変化あるいは進化してきたのかを明かにする

ことである.現在の温暖化研究にとっても,自然の

サイクルの解明は色人類活動によって放出された二

酸化炭素の行方と相まって.緊急の課題となってい

る.

さらに,研究対牽は沿岸堆積物,外洋堆積物,珊

瑚礁と幅広く,一しかも,時代は中生代から現代にま

で及んでいる.特に,過去40万年の北極海の氷の

被覆に関する研究やグリｰンランド沖の地域の古環

境の研究は,深層水の形成史や気候変動の解明に役

立つものと期待されている.

ここで行われた研究の中から一例を紹介しよう.

現在古環境の研究では,有孔虫の酸素同位体のデｰ

タが不可欠である.同位体峠主に氷床の形成とリン

クしており,そのカｰブからかたり精度の高い時代

の推定が可能である.年代の入らない堆積物コア

は,古環境の研究午とっては,極端な言い方をする

と,ただの砂泥である.有孔虫の酸素同位体の値と

マグネシウム含有量との問に非常に高い相関が最近

指摘されている(N{mberg,inpress).それは,マ

グネシウムとカルシウムの炭酸塩内への分配が温度

によって支配されるためであると考えられている

写真5キｰル大学のエマイス博士とキｰル市の漁市場

を改装したG亙OMAR.新しいビルも近くに建

設予定である.

が,まだ確定はしていない.このマグネシウム含有

量の情報の利点は,EPMA(電子線微小領域分析装

置)での分析が可能なこと,酸素同位体の場合氷の

､80'.120.60.O.60,120'180
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慶嚢蔓古海洋学部門

第10図

鵬海洋ジオダイナミクス部門

麗麗火山･岩石部門

1991年のGEdMARの活動地域
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融水の影響を大きく受けるとに対しマグネシウム含

有量は受けないことをである.

3.ドイツの研究体制

3.1ドイツの大学における研究システム

ドイツの大学では日本と似ていて,権威を尊ぶ風

潮が見受けられる.例えば,北米大陸では,教授と

いえどもファｰストネｰムで呼んでさしつかえない

が,ドイツは日本と同様,ファｰストネｰムよりは

名字に官職をつけて呼称することがしばしば行われ

る.現在の日本では,東京地区が人口,政治,経済

において他の都市を圧倒している.あえて言えば,

第二次世界大戦前に欧州最大の都市であったペルリ

ソ,金融の中心であるフランクフルト等を挙げるこ

ともできるが,現在のドイツには日本の東京,フラ

ンスのパリ,イギリスのロソドソに相当する都市は

見当たらない.地方はそれぞれ独自の文化をもって

おり,地方ごとに,ある分野で秀でた大学が存在し

ている.

大学の教室は,教授,研究員,技官,学生から構

成されている.日本の大学では,教授,助教授,助

手といった序列があり,教授同志は一応形の上では

同等の権限を有するものとされている.教室主任を

持ち回りで勤めることがあるのもそのせいであろ

う.

一方,ドイツの大学では,教授と研究員の二つの

ポストが重要であるが,各々ランクがある.教授の

コｰスには,下から上への序列で,C1,C2,C3,C4

というランクがあり,伝統的なドイツめ大学シ子テ

ムでは,]つの教室,例えば地質教室には,C4ク

ラスの教授は一人しかいない.最近では,大きな教

室の場合,分野が異なったC4教授が二人いる場合

もある(例えば,資源学と構造地質学等).C1,C2,

C3,C4の権限は各々異なっている.C1,C2教授は

授業をもっており,日本でいうと助手･助教授･教

授に相当する.C1,C2教授は専門分野がC4教授

と異なっている場合には,多少の独自性は確保され

るものの,普通は,科学研究費の獲得,研究内容と

もに,C4教授の意向にかなり依存する.C3教授は

C1,C2教授とは異なり,研究内容についてはかな

り独立しており,かなり大きた科学研究費の獲得も

可能である.しかし,強力な人事権は有していない.

C4教授は,科学研究費の獲得はもちろんのこと,

強力な人事権を有し,教室の将来を決定できる権限

を有している.そればかりか,C4教授は,他大学

も含めた,ある科学分野についての科学研究費の配

分にも関与することができる.換言すると,ドイツ

の科学はC4教授によって大きく影響を受けている

と言える.

このように多大な権限を有するポストはどのよう

にして決定されるのであろうか?この種の教授の

決定は公募をもってなされる.審査員として教室外

部の人も入り,まず書類審査が行われる.場合によ

っては,一次,二次審査を行い,候補者を数人に絞

って,面接が行われる.面接では,本人の過去の科

学的業績,将来の自分の研究に対する考え方,学生

指導に関する考え方及び今迄の実績,教室の将来に

関する方向付げ等について,数時間の質疑応答が行

われる.このようにしてC4教授は決定される.C4

教授は自宅での勤務が認められ,給料についても大

学と交渉の上決定される.ドイツにおけるC4教授

の存在は,有能た人物に,機会,予算,研究者を集

中させることで,科学を発展させようとするもので

ある.

3.2G廻OMA鼠における試み

日本ではサポｰトシステムが貧弱であるために,

研究者自らルｰチンの化学分析を行う場合が多い.

欧米では,科学者はデｰタの取得に関しては分析専

門家に依頼する場合が多い.もらとも,アノレフレッ

ドウェｰゲナｰ研究所とブレｰメン大学のように,

研究所と大学が相互乗り入れをして,大学院の教育

と研究を共同で行っている場合も多い.

GEOMARは研究センタｰとそのパｰトナｰであ･

るGTG(GEOM蛆Techno1ogieGmbh)から構成

されている.科学者は研究センタｰに属しており,

GTGはそのサポｰト部門である.GTGの主た仕

事は,ルｰチンの化学分析を行ったり,海洋機器の

技術開発を科学者と行ったり,海洋観測機器のメン

テナンスをしたり,航海の準備をしたりすることで

ある.

幾つか例を挙げよう.科学研究費で科学者が新し

い分析機械を購入すると,それをGTGに貸し付け

る.分析法は科学者と技官が協力して確立する.そ

して,分析がルｰチン化した後は,技官が分析を行
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う･次に,航海の場合には,航海内容について科学

者と技官が打ち合わせをする.すると技官は必要な

機器のリストを作り,陸上で機器のチェックを行

い,コンテナに詰め,積み込みを行い,船の研究室

に機器のセットを行う.航海には,技官も参加し,

基本的たデｰタの取得を行う.

このように,GEOMARは科学者が研究に専念で

きるようになっている.このようたシステムを作り

あげる上で問題とたったのは,科学者が購入した機

器をその科学者以外の人が使用するために精度が落

ちるのではないかといった点と技官の働く費用をど

のように算出して経費を抵うかという事であった.

漠然としていた技官に対する報酬の支抵は,これを

機会に見直すきっかげを与えたようである.

日本では,研究費には給料が含まれていたいが,

例えば,地質調査所の場合,人件費の額は備品･消

耗品購入,旅費等の研究費にほぼ匹敵している.研

究全体に占める人件費が大きいということは,科学

者が多く参加するプログラムではそれだけで多額の

投資を国家が行っているといえる.日本では,科学

プログラムの提案,予算取り,試料採取およびフノ

ｰルド作業,分析デｰタ取得,論文書きを多かれ少

なかれ一人の人カミ行わなげればならたいので,どこ

かで力つきてしまうこともしぼしば起こる.日本の

場合,欧米と習慣の違いもあり,別組織として

GTGのような組織を作り,研究の効率化をはかる

のも一案であろうと思われる.
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ログラムでイテコット教授の招聰および川幡のドイ
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